
 

 

土木学会関西支部 行事案内 

2026年2月号 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 日頃はひとかたならぬご厚情を賜り、誠にありがとうございます。 

 さて、「土木学会関西支部 行事案内 2026年2月号」を下記の通り送付いたします。ご多忙中誠に恐れ入りますが、

学会活動の円滑な遂行のため、確実に掲示・回覧していただきますようご協力をお願い申し上げます。 

敬 具 

No. 行     事     名 場  所 
開 催 日 優待券

利用 申込締切or申込開始 

＜講習会＆イベント＞ 

① 2026年度 技術士試験対策講習会【出願～筆記試験編】 
御堂会館 

＆オンライン 

4/ 2(木) 
○ 

締切：3/25(水) 

② 

特別講演会 

～繋ぎたい，継ぎたい，伝えたい土木の知識・技術～ 
建設交流館 

 5/29(金) 
― 

開始：3月上旬 

土木学会関西支部 第99回支部総会・交流会 建設交流館 
5/29(金) 

― 
開始：3月上旬 

③ 2026年度 技術士試験対策講習会【筆記試験編】 
御堂会館 

＆オンライン 

6/ 3(水) 
○ 

開始：3月下旬 

④ 
下水道管損傷に起因する道路陥没事故に関する講習会 

～技術的機序と法的責任の解説～ 

御堂会館 

＆オンライン 

6/ 4(木) 
○ 

開始：3月上中旬 

＜募集＞ 

⑤ 

インターンシップ参加者募集 

2026年度 大規模土木プロジェクト実地研修 

 －構想から設計・施工まで体感する－ 

大阪市建設局 他 
8/26(水)～ 8/28(金) 

― 
締切：7/31(金)正午 

＜その他＞ 

⑥ 
土木学会関西支部では、未来を担う学生への海外研修支援や災害対応事業などの社会貢献活動への支援を目的とす

る地域貢献事業をより充実させるため、寄附金を募集しております。詳しくは同封資料をご確認ください。 

 

上記以外にも以下の行事を開催予定です。 

 

 行事案内の情報は、土木学会関西支部ウェブサイトの下記ページからもご覧いただけます。 

https://www.jsce-kansai.net/?p=5481 

 
 

行 事 名 場  所 開 催 日 参加費 

＜小学生向けイベント＞夏休み土木実験教室 

『パスタでタワーや橋を作ってみよう －三角形の強さの秘密とは？－』 

立命館いばらき 

フューチャープラザ 
8/8(土) 無料 

【問合先】 

〒541-0055 大阪市中央区船場中央2-1-4-409 

ＴＥＬ ０６－６２７１－６６８６ 

ＦＡＸ ０６－６２７１－６４８５ 

E-mail inf@civilnet.or.jp 

ＵＲＬ https://www.jsce-kansai.net/ 

















 

主催：公益社団法人土木学会関西支部 共催：鋼橋マネジメント研究会 

 

 下水道管（RC）の腐食等による経年劣化の程度やメカニズム、下水道の管理・点検・調査か

ら補修・補強等の対策に関する工学的な一般的知見を踏まえて、下水道管が損傷してから道路陥

没に至るまでの技術的機序と、法的責任の所在と内容について理解した上で、設計から施工、維

持管理までの留意事項を把握し、今後の各業務に活かしていくための講習会です。 

● 日  時：2026 年 6 月 4 日（木） 13：00～17：00 
 

●【現地】70 名（先着順）、会場：御堂会館 A ホール 

 

【オンライン】300 名（先着順）、配信方法：zoom ライブ配信 
 

● 参加費(税込)：正会員 5,500 円、学生会員 無料、一般価格 11,000 円 

※賛助会員団体に所属されている方は、正会員扱いとなります。 

※参加費の支払いに、賛助会員優待券をご利用いただけます。 
 

● 申込方法：土木学会関西支部ホームページからお申し込みください。 

 URL https://www.jsce-kansai.net/?p=6804 （3月上旬から受付開始） 
 

● 問 合 先：土木学会関西支部「道路陥没講習会」係 Tel：06-6271-6686 
 

● プログラム 

13：00～13：05  開会挨拶             (公社)土木学会関西支部 

13：10～13：30 ◆ イントロダクション 

 八潮の道路陥没事故について 

国土交通省近畿地方整備局 企画部長 野坂 周子 
 

13：30～15：30 ◆ 技術的機序 担当：(公社)土木学会関西支部 

① 鉄筋コンクリート（RC）製下水道管を含むコンクリートの化学的侵食 

 京都大学大学院 教授 山本 貴士 

② 流域下水道管の維持管理       大阪府都市整備部下水道室 

③ 表層地盤の特徴を知って，潜在的な地質リスクを識る 

 (一財)GRI 財団 理事 北田奈緒子 
  

15：35～16：55 ◆ 法的責任 担当：鋼橋マネジメント研究会 

道路陥没事故に対する法的アプローチ～インフラ技術者のあり方～ 

 One Asia 法律事務所大阪オフィス代表 弁護士・技術士（建設部門）江副   哲 

 いつわ法律事務所 弁護士・技術士（建設部門）井上 直樹 

 特別上級土木技術者 堀内 孝治 
  

16：55～17：00 閉会挨拶         鋼橋マネジメント研究会 

  

 ※プログラムは一部変更する場合があります 

 『下水道管損傷に起因する道路陥没事故に関する講習会』 

～技術的機序と法的責任の解説～ 





インターンシップ参加者大募集！ 
(当研修に採用活動はありません。土木業界の様々な業務を体験し、土木の仕事を研究する最適な研修です。) 

主催：（公社）土木学会関西支部 

協力：大阪市、鴻池組・あおみ・久本 JV、熊谷組・森組 JV、（株）エイト日本技術開発 

 

大規模土木プロジェクト実地研修 
－構想から設計・施工まで体感する－ 

 
 

 

研修内容 

淀川左岸線（2 期）事業を例に取り上げながら、以下の研修を行う。 

①全体研修 

②部門別研修（事業主体部門、施工業者部門、建設コンサルタント部門） 

③ディスカッション、研修成果のとりまとめと発表 

研修期間 2026 年 8 月 26 日(水) ～ 8 月 28 日(金)（概ね 9 時～17 時） 計 3 日間 

研修場所 

下記の 3 箇所（日程によって変わります） 

○大阪市建設局 淀川左岸線 2 期建設事務所（大阪市福島区野田 6-2-16） 

○鴻池組 JV 事務所（大阪市福島区海老江 3-24） 

○(株)エイト日本技術開発（大阪市淀川区西中島 5-5-15 新大阪セントラルタワー5F） 

募集人数 20 名程度 

対  象 
土木系の大学生(２年生以上)、大学院生 

土木系の高等専門学校本科（4 年生以上）、専攻科の学生 

研修条件 
①交通費（自宅～研修場所の最寄駅）は自己負担 

②学研災（学生教育研究災害障害保険）、学研賠（学研災付帯賠償責任保険）の加入 

宿泊補助 
研修場所まで片道 2 時間以上かかり、かつ土木学会関西支部が必要と認めた場合、

宿泊費 5,000 円/1 泊を補助します。 

応募締切 20２6 年 7 月 31 日(金) 正午（先着順） 

申込方法 
土木学会関西支部の HP（http://www.jsce-kansai.net/） 

からお申し込みください。（右の QR コードからもアクセス頂けます。） 

注意事項 集合時間や場所、服装等の詳細は、参加者にメールで連絡します。 

問合せ先 
（公社）土木学会関西支部 

電話 06-6271-6686（受付時間 10:00～16:00） 

「土木構造物ってどんなふうに作られていくのだろう？」 

「事業主体、建設会社、コンサルタントではどんな仕事をするのだろう？」 

この研修に参加すればそんなことが一遍に分かります。 

進行中の大規模土木プロジェクトの現場に触れながら、将来の自分の姿を想像してみよう！ 



研修の内容（予定）（※工事の進捗状況等により掲載内容とは異なる場合があります） 
全   体   研   修 

・オリエンテーション、現地見学 

・淀川左岸線（2 期）事業の経過・事業概要説明 

・講義（公共事業の流れ） 

部門別研修（３日間） 

事業主体部門（1 日） 施工業者部門（1 日） 建設コンサルタント部門（1 日） 

・事業計画の立案 

・淀川左岸線 2 期事業に

ついて 

・現地視察 

・土木職の業務① 

（設計業務について） 

・土木職の業務② 

（監督業務について） 

・若手職員との対話 

・安全朝礼 

・現場概要説明 

・公共工事の入札・契約制度 

・現場環境対策 

・打合せ会議 

・現場実習（現場管理） 

・ICT 施工技術 

・現場技術者の役割 

・若手技術者との対話 

・本日の振り返り・夕礼 

・建設コンサルタントについて 

・左岸線（2 期）設計の概要説明 

 （道路構造、橋梁、解析、景観等） 

・若手社員の経験発表 

・若手技術者との対話 

※１ 本研修は、採用活動の一環としたインターンシップではありません。 

土木業界の仕事の雰囲気を客観的な観点で就業体験をし、業界研究をして頂けます。 

※２ 学校によっては実習等の単位が認められる場合があります。所属の学校に確認して下さい。 

実地研修の趣旨 
我が国の良好な国土開発や保全をけん引するリーダーや担い手の育成に資するため、土木

系の学科等を専攻する学生や大学院生が、在学中に土木に関わる仕事に「やりがい」を見い

だすきっかけが必要であるとの認識に立ち、進行中の大規模土木プロジェクトにかかる実際

の業務を体感できるような実地研修を行います。 

具体的には、官公庁、建設業者、コンサルタント等の関係機関がどのような役割でプロジ

ェクトに関わっているのかを、座学による知識の習得のみならず、実地研修で各関係機関の

業務を体験します。 

本研修は、専門教育で学んだ知識が実際の仕事の現場でどのように活用されるのかを在学

中に理解することによって、更なる学びの意欲を促進することと共に、自らのキャリアデザ

インを描く上で参考となる情報を得る機会を提供することを目的としています。 

・実際の業務の流れや現場を見れたのはもちろんためになりましたが、特にそれぞれの目線で

のお話が聞けたのは大きかったと思います。建設コンサルタントから見る現場とゼネコンから

見る現場、発注者側から見る現場はそれぞれ違うところに重きを置いていてどの見方が自分に

合うかなど、調べただけでは感じられないようなニュアンスの違いを感じられました。 

・将来自分が何をしたいのか、どのような進路選択をすれば良いのか迷っていましたが大体意

思が固まってきました。やはり実際の雰囲気を観れるという点がとても参考になりました。ま

た、私たちが普段利用している土木施設はこんな方々が携わって支えられているということを

実際に見ることができ、自分の専攻している科目の応用や将来の役割についての重要性につい

て改めて感じました。また、土木の面白さも得られました。 

・それぞれの分野で、生活していく上で、転勤がないのか、給料が高いかなど、何を重視して

いるのかが違って、面白かった。それぞれの分野について、曖昧な解釈だったのが、この研修

を通して、どのようなものかはっきりと理解することができた。自分の人生設計について考え

ようと思った。 

参加学生からの声 
 






